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六

一

概
説

１

条
約
の
成
立
経
緯

海
上
に
お
け
る
船
舶
の
事
故
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
船
舶
内
の
燃
料
油
が
流
出
し
、
又
は
排
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
周
辺
海
域
に
お
け
る
海
洋
環
境

(1)
の
汚
染
、
沿
岸
部
に
お
け
る
環
境
面
及
び
経
済
面
の
被
害
等
の
汚
染
損
害
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
タ
ン
カ
ー
の
海
上
事
故
に
伴
う
大
規
模
油
汚
染
の
問

題
が
深
刻
化
し
た
千
九
百
六
十
年
代
後
半
以
降
、
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
は
、
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い

て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
等
の
関
連
条
約
が
作
成
さ
れ
、
効
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
対
象
と
な
ら
な
い
一
般
船
舶
か
ら
の
燃

料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
大
型
化
に
伴
い
大
規
模
汚
染
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
対
策
が

求
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
国
際
海
事
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
燃
料
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
責
任
原
則
及
び
賠

(2)
償
に
係
る
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
、
平
成
十
三
年
（
二
千
一
年
）
三
月
に
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
主
催
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

に
お
い
て
、
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

２

条
約
締
結
の
意
義

こ
の
条
約
は
、
船
舶
か
ら
の
燃
料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
船
舶
所
有
者
の
責
任
及
び
強
制
保
険
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
す

判
決
の
承
認
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
船
舶
か
ら
の
燃
料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に

つ
い
て
の
責
任
を
明
確
化
し
、
及
び
適
正
で
迅
速
か
つ
効
果
的
な
賠
償
の
支
払
を
確
保
す
る
こ
と
を
通
じ
、
被
害
者
の
保
護
を
充
実
さ
せ
、
及
び
海
洋
環
境

の
保
護
に
寄
与
す
る
と
の
見
地
か
ら
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

条
約
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
主
要
な
義
務
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
険
等
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
の
発
給
要
件
及
び
効
力
要
件
を
定
め
、
要
件
を
満
た
す
船
舶
に
対
し
て
証
明
書
を
発
給

(1)
す
る
こ
と
。

自
国
を
旗
国
と
す
る
締
約
国
登
録
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
証
明
書
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
運
航
を
認
め

(2)
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六

一

概
説

１

条
約
の
成
立
経
緯

海
上
に
お
け
る
船
舶
の
事
故
そ
の
他
の
理
由
に
よ
っ
て
船
舶
内
の
燃
料
油
が
流
出
し
、
又
は
排
出
さ
れ
る
場
合
に
は
、
周
辺
海
域
に
お
け
る
海
洋
環
境

(1)
の
汚
染
、
沿
岸
部
に
お
け
る
環
境
面
及
び
経
済
面
の
被
害
等
の
汚
染
損
害
が
生
ず
る
こ
と
が
あ
る
。
タ
ン
カ
ー
の
海
上
事
故
に
伴
う
大
規
模
油
汚
染
の
問

題
が
深
刻
化
し
た
千
九
百
六
十
年
代
後
半
以
降
、
タ
ン
カ
ー
か
ら
の
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
は
、
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い

て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
等
の
関
連
条
約
が
作
成
さ
れ
、
効
果
を
上
げ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
条
約
の
対
象
と
な
ら
な
い
一
般
船
舶
か
ら
の
燃

料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
は
、
船
舶
の
大
型
化
に
伴
い
大
規
模
汚
染
の
リ
ス
ク
も
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
新
た
な
対
策
が

求
め
ら
れ
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
事
情
を
踏
ま
え
、
国
際
海
事
機
関
（
以
下
「
Ｉ
Ｍ
Ｏ
」
と
い
う
。
）
に
お
い
て
、
燃
料
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
責
任
原
則
及
び
賠

(2)
償
に
係
る
枠
組
み
の
構
築
に
向
け
た
議
論
が
行
わ
れ
、
平
成
十
三
年
（
二
千
一
年
）
三
月
に
Ｉ
Ｍ
Ｏ
の
主
催
に
よ
り
ロ
ン
ド
ン
で
開
催
さ
れ
た
国
際
会
議

に
お
い
て
、
こ
の
条
約
が
採
択
さ
れ
た
。

２

条
約
締
結
の
意
義

こ
の
条
約
は
、
船
舶
か
ら
の
燃
料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
船
舶
所
有
者
の
責
任
及
び
強
制
保
険
、
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
す

判
決
の
承
認
等
に
つ
い
て
定
め
る
も
の
で
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と
は
、
船
舶
か
ら
の
燃
料
油
の
流
出
又
は
排
出
に
よ
る
汚
染
損
害
に

つ
い
て
の
責
任
を
明
確
化
し
、
及
び
適
正
で
迅
速
か
つ
効
果
的
な
賠
償
の
支
払
を
確
保
す
る
こ
と
を
通
じ
、
被
害
者
の
保
護
を
充
実
さ
せ
、
及
び
海
洋
環
境

の
保
護
に
寄
与
す
る
と
の
見
地
か
ら
有
意
義
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
。

３

条
約
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
義
務

こ
の
条
約
の
締
結
に
よ
り
我
が
国
が
負
う
こ
と
と
な
る
主
要
な
義
務
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

保
険
等
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
の
発
給
要
件
及
び
効
力
要
件
を
定
め
、
要
件
を
満
た
す
船
舶
に
対
し
て
証
明
書
を
発
給

(1)
す
る
こ
と
。

自
国
を
旗
国
と
す
る
締
約
国
登
録
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
証
明
書
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
運
航
を
認
め

(2)

燃料油_説明書【本文】.indd   1 2019/02/07   10:49:17



二

な
い
こ
と
。

寄
港
国
と
し
て
、
自
国
の
港
等
の
入
出
港
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
自
国
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
保
険
等
保
証
が

(3)
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

自
国
の
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
賠
償
の
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

(4)

管
轄
権
を
有
す
る
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
あ
っ
て
、
当
該
判
決
の
あ
っ
た
国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
再

(5)
び
通
常
の
方
式
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
に
つ
き
、
当
該
判
決
が
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合
等
を
除
く
ほ
か
、
承
認
し
、
執
行
力
を
付
与
す

る
こ
と
。

４

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

我
が
国
は
、
平
成
十
六
年
（
二
千
四
年
）
に
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
を
改
正
し
、
こ
の
条
約
の
内
容
の
一
部
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
現
行
の
関

係
法
令
の
下
で
は
、
船
舶
所
有
者
が
有
効
な
保
険
等
保
証
を
維
持
し
て
い
る
場
合
で
も
、
契
約
条
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
、
船

舶
所
有
者
の
失
踪
に
よ
り
連
絡
が
取
れ
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
被
害
者
へ
の
賠
償
が
確
保
さ
れ
な
い
事
例
も
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
者
等
へ
の
賠
償
額
の
支
払
の
直
接
請
求
が
可
能
と
な
り
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
支
払
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
我
が
国
の
裁
判

所
に
よ
る
賠
償
命
令
の
他
の
締
約
国
に
お
け
る
執
行
が
確
保
さ
れ
、
被
害
者
保
護
の
更
な
る
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
約
を
早
期
に
締
結
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

二

条
約
の
内
容

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
十
九
箇
条
、
末
文
及
び
一
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

定
義
（
第
一
条
）

「
船
舶
所
有
者
」
、
「
燃
料
油
」
、
「
防
止
措
置
」
、
「
汚
染
損
害
」
等
の
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

２

適
用
範
囲
（
第
二
条
）

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
の
領
域
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
生
ず
る
汚
染
損
害
並
び
に
当
該
汚
染
損
害
を
防
止
し
、
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
の
防

止
措
置
（
と
ら
れ
る
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

３

船
舶
所
有
者
の
責
任
（
第
三
条
）

事
故
の
発
生
の
時
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
は
、
船
舶
内
の
燃
料
油
又
は
船
舶
か
ら
流
出
し
、
若
し
く
は
排
出
さ
れ
る
燃
料
油
に
よ
っ
て
生
ず
る
汚
染
損

(1)
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
（
第
三
条
１
）
。

船
舶
所
有
者
は
、
汚
染
損
害
が
戦
争
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
等
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
汚
染
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
（
第
三
条

(2)
３
）
。

船
舶
所
有
者
は
、
汚
染
損
害
を
被
っ
た
者
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
（
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
過
失
に
よ
っ
て

(3)
当
該
汚
染
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
者
に
対
す
る
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
条
４
）
。

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
船
舶
所
有
者
が
こ
の
条
約
と
の
関
係
を
離
れ
て
有
す
る
求
償
権
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
（
第
三
条
６
）
。

(4)
４

適
用
除
外
（
第
四
条
）

こ
の
条
約
は
、
千
九
百
九
十
二
年
の
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
汚
染
損
害
並
び
に
軍
艦
等
及
び
国
が

所
有
し
、
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
非
商
業
的
業
務
に
の
み
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
（
第
四
条
１
及
び
２
）
。

５

二
以
上
の
船
舶
が
関
係
す
る
事
故
（
第
五
条
）

二
以
上
の
船
舶
が
関
係
す
る
事
故
に
よ
っ
て
汚
染
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係
す
る
全
て
の
船
舶
の
船
舶
所
有
者
は
、
合
理
的
に
分
割
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
汚
染
損
害
の
全
体
に
つ
き
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

６

責
任
の
制
限
（
第
六
条
）

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
船
舶
所
有
者
及
び
保
険
等
保
証
を
提
供
す
る
者
が
適
用
可
能
な
国
内
の
又
は
国
際
的
な
制
度
に
基
づ
い
て
責
任
を
制
限

す
る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

７

強
制
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
（
第
七
条
）

総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
締
約
国
登
録
船
舶
の
登
録
所
有
者
は
、
責
任
の
制
限
に
関
す
る
適
用
可
能
な
国
内
の
又
は
国
際
的
な
制
度
に
基
づ
く
責

(1)
任
の
限
度
額
に
等
し
い
額
（
い
か
な
る
場
合
に
も
、
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
る
額
を
超
え
な
い
額
と
す

る
。
）
に
お
い
て
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
自
己
の
責
任
を
担
保
す
る
た
め
、
保
険
等
保
証
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
七
条
１
）
。
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三

な
い
こ
と
。

寄
港
国
と
し
て
、
自
国
の
港
等
の
入
出
港
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
自
国
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
保
険
等
保
証
が

(3)
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

自
国
の
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
賠
償
の
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
こ
と
。

(4)

管
轄
権
を
有
す
る
他
の
締
約
国
の
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
あ
っ
て
、
当
該
判
決
の
あ
っ
た
国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
再

(5)
び
通
常
の
方
式
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
に
つ
き
、
当
該
判
決
が
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合
等
を
除
く
ほ
か
、
承
認
し
、
執
行
力
を
付
与
す

る
こ
と
。

４

早
期
国
会
承
認
が
求
め
ら
れ
る
理
由

我
が
国
は
、
平
成
十
六
年
（
二
千
四
年
）
に
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
を
改
正
し
、
こ
の
条
約
の
内
容
の
一
部
を
実
施
し
て
き
て
い
る
が
、
現
行
の
関

係
法
令
の
下
で
は
、
船
舶
所
有
者
が
有
効
な
保
険
等
保
証
を
維
持
し
て
い
る
場
合
で
も
、
契
約
条
件
を
満
た
さ
な
い
た
め
に
保
険
金
が
支
払
わ
れ
な
い
、
船

舶
所
有
者
の
失
踪
に
よ
り
連
絡
が
取
れ
な
い
等
の
理
由
に
よ
り
被
害
者
へ
の
賠
償
が
確
保
さ
れ
な
い
事
例
も
あ
る
。
我
が
国
が
こ
の
条
約
を
締
結
す
る
こ
と

に
よ
り
、
保
険
者
等
へ
の
賠
償
額
の
支
払
の
直
接
請
求
が
可
能
と
な
り
、
一
部
の
例
外
を
除
い
て
支
払
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
ほ
か
、
我
が
国
の
裁
判

所
に
よ
る
賠
償
命
令
の
他
の
締
約
国
に
お
け
る
執
行
が
確
保
さ
れ
、
被
害
者
保
護
の
更
な
る
充
実
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
条
約
を
早
期
に
締
結
す
る

こ
と
が
望
ま
し
い
。

二

条
約
の
内
容

こ
の
条
約
は
、
前
文
、
本
文
十
九
箇
条
、
末
文
及
び
一
の
附
属
書
か
ら
成
り
、
そ
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１

定
義
（
第
一
条
）

「
船
舶
所
有
者
」
、
「
燃
料
油
」
、
「
防
止
措
置
」
、
「
汚
染
損
害
」
等
の
用
語
の
定
義
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

２

適
用
範
囲
（
第
二
条
）

こ
の
条
約
は
、
締
約
国
の
領
域
及
び
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
生
ず
る
汚
染
損
害
並
び
に
当
該
汚
染
損
害
を
防
止
し
、
又
は
最
小
限
に
す
る
た
め
の
防

止
措
置
（
と
ら
れ
る
場
所
の
い
か
ん
を
問
わ
な
い
。
）
に
つ
い
て
の
み
適
用
す
る
。

３

船
舶
所
有
者
の
責
任
（
第
三
条
）

事
故
の
発
生
の
時
に
お
け
る
船
舶
所
有
者
は
、
船
舶
内
の
燃
料
油
又
は
船
舶
か
ら
流
出
し
、
若
し
く
は
排
出
さ
れ
る
燃
料
油
に
よ
っ
て
生
ず
る
汚
染
損

(1)
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
う
（
第
三
条
１
）
。

船
舶
所
有
者
は
、
汚
染
損
害
が
戦
争
等
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
等
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
汚
染
損
害
に
つ
い
て
責
任
を
負
わ
な
い
（
第
三
条

(2)
３
）
。

船
舶
所
有
者
は
、
汚
染
損
害
を
被
っ
た
者
の
作
為
若
し
く
は
不
作
為
（
損
害
を
生
じ
さ
せ
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
に
限
る
。
）
又
は
過
失
に
よ
っ
て

(3)
当
該
汚
染
損
害
が
も
た
ら
さ
れ
た
こ
と
を
証
明
し
た
場
合
に
は
、
当
該
者
に
対
す
る
責
任
の
全
部
又
は
一
部
を
免
れ
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
三
条
４
）
。

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
船
舶
所
有
者
が
こ
の
条
約
と
の
関
係
を
離
れ
て
有
す
る
求
償
権
を
害
す
る
も
の
で
は
な
い
（
第
三
条
６
）
。

(4)
４

適
用
除
外
（
第
四
条
）

こ
の
条
約
は
、
千
九
百
九
十
二
年
の
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
国
際
条
約
に
定
義
す
る
汚
染
損
害
並
び
に
軍
艦
等
及
び
国
が

所
有
し
、
又
は
運
航
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
非
商
業
的
業
務
に
の
み
使
用
す
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
適
用
し
な
い
（
第
四
条
１
及
び
２
）
。

５

二
以
上
の
船
舶
が
関
係
す
る
事
故
（
第
五
条
）

二
以
上
の
船
舶
が
関
係
す
る
事
故
に
よ
っ
て
汚
染
損
害
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
関
係
す
る
全
て
の
船
舶
の
船
舶
所
有
者
は
、
合
理
的
に
分
割
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
汚
染
損
害
の
全
体
に
つ
き
連
帯
し
て
責
任
を
負
う
。

６

責
任
の
制
限
（
第
六
条
）

こ
の
条
約
の
い
か
な
る
規
定
も
、
船
舶
所
有
者
及
び
保
険
等
保
証
を
提
供
す
る
者
が
適
用
可
能
な
国
内
の
又
は
国
際
的
な
制
度
に
基
づ
い
て
責
任
を
制
限

す
る
権
利
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
。

７

強
制
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
（
第
七
条
）

総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
締
約
国
登
録
船
舶
の
登
録
所
有
者
は
、
責
任
の
制
限
に
関
す
る
適
用
可
能
な
国
内
の
又
は
国
際
的
な
制
度
に
基
づ
く
責

(1)
任
の
限
度
額
に
等
し
い
額
（
い
か
な
る
場
合
に
も
、
海
事
債
権
に
つ
い
て
の
責
任
の
制
限
に
関
す
る
条
約
に
従
っ
て
計
算
さ
れ
る
額
を
超
え
な
い
額
と
す

る
。
）
に
お
い
て
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
自
己
の
責
任
を
担
保
す
る
た
め
、
保
険
等
保
証
を
維
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
（
第
七
条
１
）
。
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四

保
険
等
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
は
、
締
約
国
の
適
当
な
当
局
又
は
締
約
国
の
認
定
す
る
団
体
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る

(2)
（
第
七
条
２
及
び
３
）
。

証
明
書
は
、
船
舶
内
に
備
え
置
く
も
の
と
す
る
（
第
七
条
５
）
。

(3)

保
険
等
保
証
は
、
有
効
期
間
の
満
了
以
外
の
理
由
に
よ
り
、
当
局
に
対
し
て
終
了
の
通
報
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
三
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
前
に
効
力

(4)
を
失
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
は
な
ら
な
い
（
第
七
条
６
）
。

船
舶
の
登
録
国
は
、
証
明
書
の
発
給
要
件
及
び
効
力
要
件
を
定
め
る
（
第
七
条
７
）
。

(5)

締
約
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
、
又
は
公
認
さ
れ
た
証
明
書
は
、
他
の
締
約
国
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
承
認
さ
れ
、
及
び
当
該
他
の
締

(6)
約
国
が
発
給
し
、
又
は
公
認
し
た
証
明
書
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
第
七
条
９
）
。

汚
染
損
害
の
賠
償
の
請
求
は
、
保
険
者
等
に
対
し
て
直
接
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
告
は
、
船
舶
所
有
者
が
援
用
す
る
こ
と

(7)
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
被
告
は
、
船
舶
所
有
者
が
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
保
険
等
保
証
の
額
に
等
し
い
額
に
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
汚
染
損
害
が
船
舶
所
有
者
の

悪
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
の
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
船
舶
所
有
者
に
よ
り
被
告
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
え
に
お
い
て
援
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
で
あ
ろ
う
他
の
い
か
な
る
抗
弁
も
援
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第
七
条

）
10

締
約
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
証
明
書
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
い
か
な

(8)
る
時
に
も
運
航
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
（
第
七
条

）
。

11

各
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
の
港
等
の
入
出
港
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
自
国
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
保
険
等

(9)
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
七
条

）
。

12

８

期
間
制
限
（
第
八
条
）

こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
損
害
が
生
じ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
訴

え
は
、
事
故
の
発
生
の
日
か
ら
六
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
は
、
提
起
し
て
は
な
ら
な
い
。

９

管
轄
権
（
第
九
条
）

事
故
が
締
約
国
の
領
域
若
し
く
は
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
汚
染
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
又
は
当
該
汚
染
損
害
を
防
止
し
、
若
し
く
は
最
小
限
に

(1)
す
る
た
め
に
防
止
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
は
、
船
舶
所
有
者
又
は
保
険
者
等
に
対
す
る
賠
償
の
請
求
の
訴
え
は
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
に
の
み
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
九
条
１
）
。

各
締
約
国
は
、
自
国
の
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
賠
償
の
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
九
条
３
）
。

(2)
承
認
及
び
執
行
（
第
十
条
）

10

管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
あ
っ
て
、
当
該
判
決
の
あ
っ
た
国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
再
び
通
常
の
方
式

(1)
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
は
、
当
該
判
決
が
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合
等
を
除
く
ほ
か
、
い
ず
れ
の
締
約
国
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
る
（
第

十
条
１
）
。

承
認
さ
れ
た
判
決
は
、
各
締
約
国
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
手
続
が
と
ら
れ
た
と
き
は
、
執
行
力
を
付
与
さ
れ
る
（
第
十
条
２
）
。

(2)
条
約
の
優
先
に
関
す
る
条
項
（
第
十
一
条
）

11

こ
の
条
約
は
、
そ
の
署
名
開
放
日
に
効
力
を
生
じ
て
お
り
、
又
は
署
名
、
批
准
若
し
く
は
加
入
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
る
他
の
条
約
と
抵
触
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
抵
触
す
る
限
度
に
お
い
て
の
み
、
当
該
他
の
条
約
に
優
先
す
る
。

最
終
条
項
（
第
十
二
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
）

12

こ
の
条
約
の
署
名
、
批
准
、
効
力
発
生
、
廃
棄
、
改
正
、
寄
託
者
、
言
語
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

燃
料
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
の
証
明
書
（
附
属
書
）

13

第
七
条
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

三

条
約
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

１

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。
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五

保
険
等
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
証
明
す
る
証
明
書
は
、
締
約
国
の
適
当
な
当
局
又
は
締
約
国
の
認
定
す
る
団
体
に
よ
っ
て
発
給
さ
れ
る

(2)
（
第
七
条
２
及
び
３
）
。

証
明
書
は
、
船
舶
内
に
備
え
置
く
も
の
と
す
る
（
第
七
条
５
）
。

(3)

保
険
等
保
証
は
、
有
効
期
間
の
満
了
以
外
の
理
由
に
よ
り
、
当
局
に
対
し
て
終
了
の
通
報
が
行
わ
れ
た
日
か
ら
三
箇
月
の
期
間
が
満
了
す
る
前
に
効
力

(4)
を
失
う
こ
と
が
あ
る
も
の
で
あ
る
場
合
に
は
、
要
件
を
満
た
す
こ
と
と
は
な
ら
な
い
（
第
七
条
６
）
。

船
舶
の
登
録
国
は
、
証
明
書
の
発
給
要
件
及
び
効
力
要
件
を
定
め
る
（
第
七
条
７
）
。

(5)

締
約
国
の
権
限
に
基
づ
い
て
発
給
さ
れ
、
又
は
公
認
さ
れ
た
証
明
書
は
、
他
の
締
約
国
に
よ
り
、
こ
の
条
約
の
適
用
上
承
認
さ
れ
、
及
び
当
該
他
の
締

(6)
約
国
が
発
給
し
、
又
は
公
認
し
た
証
明
書
と
同
一
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
る
（
第
七
条
９
）
。

汚
染
損
害
の
賠
償
の
請
求
は
、
保
険
者
等
に
対
し
て
直
接
に
提
起
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
は
、
被
告
は
、
船
舶
所
有
者
が
援
用
す
る
こ
と

(7)
が
で
き
た
で
あ
ろ
う
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
被
告
は
、
船
舶
所
有
者
が
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
維

持
す
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
保
険
等
保
証
の
額
に
等
し
い
額
に
責
任
を
制
限
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
被
告
は
、
汚
染
損
害
が
船
舶
所
有
者
の

悪
意
に
よ
っ
て
生
じ
た
と
の
抗
弁
を
援
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
船
舶
所
有
者
に
よ
り
被
告
に
対
し
て
提
起
さ
れ
る
訴
え
に
お
い
て
援
用
す
る
こ
と
が

で
き
た
で
あ
ろ
う
他
の
い
か
な
る
抗
弁
も
援
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
（
第
七
条

）
10

締
約
国
は
、
自
国
を
旗
国
と
す
る
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
い
て
は
、
証
明
書
が
発
給
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
い
か
な

(8)
る
時
に
も
運
航
を
認
め
て
は
な
ら
な
い
（
第
七
条

）
。

11

各
締
約
国
は
、
自
国
の
領
域
内
の
港
等
の
入
出
港
船
舶
で
あ
っ
て
総
ト
ン
数
が
千
ト
ン
を
超
え
る
も
の
に
つ
き
、
自
国
の
国
内
法
令
に
よ
り
、
保
険
等

(9)
保
証
が
効
力
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
七
条

）
。

12

８

期
間
制
限
（
第
八
条
）

こ
の
条
約
に
基
づ
い
て
賠
償
を
請
求
す
る
権
利
は
、
損
害
が
生
じ
た
日
か
ら
三
年
以
内
に
訴
え
が
提
起
さ
れ
な
い
場
合
に
は
、
消
滅
す
る
。
た
だ
し
、
訴

え
は
、
事
故
の
発
生
の
日
か
ら
六
年
の
期
間
が
満
了
し
た
後
は
、
提
起
し
て
は
な
ら
な
い
。

９

管
轄
権
（
第
九
条
）

事
故
が
締
約
国
の
領
域
若
し
く
は
排
他
的
経
済
水
域
に
お
い
て
汚
染
損
害
を
生
じ
さ
せ
た
場
合
又
は
当
該
汚
染
損
害
を
防
止
し
、
若
し
く
は
最
小
限
に

(1)
す
る
た
め
に
防
止
措
置
が
と
ら
れ
た
場
合
に
は
、
船
舶
所
有
者
又
は
保
険
者
等
に
対
す
る
賠
償
の
請
求
の
訴
え
は
、
当
該
締
約
国
の
裁
判
所
に
の
み
提
起

す
る
こ
と
が
で
き
る
（
第
九
条
１
）
。

各
締
約
国
は
、
自
国
の
裁
判
所
が
こ
の
条
約
に
基
づ
く
賠
償
の
請
求
の
訴
え
に
つ
い
て
の
管
轄
権
を
有
す
る
こ
と
を
確
保
す
る
（
第
九
条
３
）
。

(2)
承
認
及
び
執
行
（
第
十
条
）

10

管
轄
権
を
有
す
る
裁
判
所
が
下
し
た
判
決
で
あ
っ
て
、
当
該
判
決
の
あ
っ
た
国
に
お
い
て
執
行
す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
か
つ
、
再
び
通
常
の
方
式

(1)
で
審
理
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
も
の
は
、
当
該
判
決
が
詐
欺
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
場
合
等
を
除
く
ほ
か
、
い
ず
れ
の
締
約
国
に
お
い
て
も
承
認
さ
れ
る
（
第

十
条
１
）
。

承
認
さ
れ
た
判
決
は
、
各
締
約
国
に
お
い
て
、
必
要
と
さ
れ
る
手
続
が
と
ら
れ
た
と
き
は
、
執
行
力
を
付
与
さ
れ
る
（
第
十
条
２
）
。

(2)
条
約
の
優
先
に
関
す
る
条
項
（
第
十
一
条
）

11

こ
の
条
約
は
、
そ
の
署
名
開
放
日
に
効
力
を
生
じ
て
お
り
、
又
は
署
名
、
批
准
若
し
く
は
加
入
の
た
め
に
開
放
さ
れ
て
い
る
他
の
条
約
と
抵
触
す
る
場
合

に
は
、
そ
の
抵
触
す
る
限
度
に
お
い
て
の
み
、
当
該
他
の
条
約
に
優
先
す
る
。

最
終
条
項
（
第
十
二
条
か
ら
第
十
九
条
ま
で
）

12

こ
の
条
約
の
署
名
、
批
准
、
効
力
発
生
、
廃
棄
、
改
正
、
寄
託
者
、
言
語
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

燃
料
油
に
よ
る
汚
染
損
害
に
つ
い
て
の
民
事
責
任
に
関
す
る
保
険
そ
の
他
の
金
銭
上
の
保
証
の
証
明
書
（
附
属
書
）

13

第
七
条
に
規
定
す
る
証
明
書
の
様
式
等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
る
。

三

条
約
の
実
施
の
た
め
の
国
内
措
置

１

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
、
船
舶
油
濁
損
害
賠
償
保
障
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
が
今
次
国
会
に
提
出
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

２

こ
の
条
約
の
実
施
の
た
め
に
は
、
新
た
な
予
算
措
置
を
必
要
と
し
な
い
。

燃料油_説明書【本文】.indd   5 2019/02/07   10:49:18



六

（
参

考
）

１

採
択

平
成
十
三
年
三
月
二
十
三
日

ロ
ン
ド
ン
に
お
い
て
採
択

２

効
力
発
生

平
成
二
十
年
十
一
月
二
十
一
日

３

署
名
国

十
一
箇
国

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
カ
ナ
ダ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
英
国

４

締
約
国

平
成
三
十
一
年
二
月
一
日
現
在

九
十
一
箇
国

ア
ル
バ
ニ
ア
、
ア
ン
テ
ィ
グ
ア
・
バ
ー
ブ
ー
ダ
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
オ
ー
ス
ト
リ
ア
、
ア
ゼ
ル
バ
イ
ジ
ャ
ン
、
バ
ハ
マ
、
バ
ー
レ
ー
ン
、
バ
ル
バ
ド
ス
、

ベ
ル
ギ
ー
、
ベ
リ
ー
ズ
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
、
カ
ナ
ダ
、
中
華
人
民
共
和
国
、
コ
モ
ロ
、
コ
ン
ゴ
共
和
国
、
ク
ッ
ク
、
コ
ー
ト
ジ
ボ
ワ
ー
ル
、
ク
ロ
ア
チ
ア
、
キ

プ
ロ
ス
、
チ
ェ
コ
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ジ
ブ
チ
、
エ
ジ
プ
ト
、
エ
ス
ト
ニ
ア
、
エ
チ
オ
ピ
ア
、
フ
ィ
ジ
ー
、
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
フ
ラ
ン
ス
、
ジ
ョ
ー
ジ
ア
、
ド

イ
ツ
、
ギ
リ
シ
ャ
、
グ
レ
ナ
ダ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
ラ
ン
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
イ
タ
リ
ア
、
ジ
ャ
マ
イ
カ
、
ヨ
ル
ダ
ン
、
ケ
ニ
ア
、
キ
リ

バ
ス
、
大
韓
民
国
、
ラ
ト
ビ
ア
、
レ
バ
ノ
ン
、
リ
ベ
リ
ア
、
リ
ト
ア
ニ
ア
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
、
マ
ダ
ガ
ス
カ
ル
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
マ
ル
タ
、
マ
ー
シ
ャ

ル
、
モ
ー
リ
シ
ャ
ス
、
モ
ン
ゴ
ル
、
モ
ン
テ
ネ
グ
ロ
、
モ
ロ
ッ
コ
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
ニ
カ
ラ
グ
ア
、
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
、

ニ
ウ
エ
、
北
朝
鮮
（
＊
）
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
、
パ
ラ
オ
、
パ
ナ
マ
、
ポ
ー
ラ
ン
ド
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ル
ー
マ
ニ
ア
、
ロ
シ
ア
、
セ
ン
ト
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・

ネ
ー
ヴ
ィ
ス
、
セ
ン
ト
ル
シ
ア
、
セ
ン
ト
ビ
ン
セ
ン
ト
、
サ
モ
ア
、
サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア
、
セ
ル
ビ
ア
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
ス
ロ
バ
キ
ア
、

ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ス
ペ
イ
ン
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
、
ス
イ
ス
、
シ
リ
ア
、
ト
ー
ゴ
、
ト
ン
ガ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
、
ト
ル
コ
、
ツ
バ
ル
、
英
国
、
バ
ヌ
ア
ツ
、
ベ
ト
ナ

ム（
＊
我
が
国
は
、
国
家
と
し
て
承
認
し
て
い
な
い
。
）
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